
広報あぐい　２００６年４月１日号

3

一般市街化農地（市街化区域内の田・畑） 

負担水準が９０％以上の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額×１.０２５ １００％ （３３.３％） 

（評価額比） 1

負担水準が８０％以上９０％未満の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額×１.０５ 

2

負担水準が７０％以上８０％未満の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額×１.０７５ 

3

負担水準が７０％未満の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額×１.１０ 

4

負担水準＝ 
３ 
１ 

平成１７年度（前年度）課税標準額 

平成１８年度（当該年度）固定資産税評価額× 

固定資産税評価額 

特　　　　例 
（ ３ 分 の １ ） 

前年度課税標準額×１.０２５ 
９０％ （３０.０％） 

前年度課税標準額×１.０５ 
８０％ （２６.７％） 

前年度課税標準額×１.０７５ 

前年度課税標準額×１.１０ 

７０％ （２３.３％） 

０％ （　０％） 
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負担水準が７０％を超える場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１８年度固定資産税評価額×７０％ 

1
負担水準＝ 

平成１７年度（前年度）課税標準額 
平成１８年度（当該年度）固定資産税評価額 

固定資産税評価額 

（税負担引下げ） 

評価額×７０％ 

例１　市街化区域宅地（店舗）の場合 
平成１７年度固定資産税評価額　１０,５００,０００円 
平成１８年度固定資産税評価額　１０,０００,０００円 
平成１７年度課税標準額　　　　  ７,３５０,０００円 
▼　　　　　　 ※平成１７年度税額１０２,９００円 
負担水準＝０.７３５（７３.５％） 
平成１８年度課税標準額 
＝１０,０００,０００円×７０％＝７,０００,０００円 
　　　　　　　　※平成１８年度税額９８,０００円 
（引下げ調整をして均衡を図ります） 

負担水準が６０％以上７０％以下の場合 
平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額（据え置き） 

2

例２　市街化区域宅地（店舗）の場合 
平成１７年度固定資産税評価額　１０,５００,０００円 
平成１８年度固定資産税評価額　１０,０００,０００円 
平成１７年度課税標準額　　　　  ６,５００,０００円 
▼　　　　　　　※平成１７年度税額９１,０００円 
負担水準＝０.６５（６５％） 
平成１８年度課税標準額 
＝平成１７年度課税標準額＝６,５００,０００円（据え置き） 
　　　　　※平成１８年度税額９１,０００円 

負担水準が６０％未満の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額 
　　 ＋平成１８年度固定資産税評価額×５％ 
［上限］平成１８年度固定資産税評価額×６０％ 
［下限］平成１８年度固定資産税評価額×２０％ 

3

例３　市街化区域宅地（店舗）の場合 
平成１７年度固定資産税評価額　１０,５００,０００円 
平成１８年度固定資産税評価額　１０,０００,０００円 
平成１７年度課税標準額　　　　  ５,０００,０００円 
▼　　　　　　　※平成１７年度税額７０,０００円 
負担水準＝０.５（５０％） 
平成１８年度課税標準額 
＝５,０００,０００円＋１０,０００,０００円×５％ 
＝５,５００,０００円　※平成１８年度税額７７,０００円 
（引上げ調整をして均衡を図ります） 
※地価は下落しましたが、課税標準額は上昇します 

例４　市街化区域宅地（店舗）の場合 
平成１７年度固定資産税評価額　１０,５００,０００円 
平成１８年度固定資産税評価額　１０,０００,０００円 
平成１７年度課税標準額　　　　  １,４００,０００円 
▼　　　　　　　※平成１７年度税額１９,６００円 
負担水準＝０.１４（１４％） 
平成１７年度課税標準額＋平成１８年度固定資産税評価額×５％ 
（１,９００,０００円）が、 
下限の平成１８年度固定資産税評価額×２０％ 
（２,０００,０００円）を下回っているので、 
平成１８年度課税標準額＝２,０００,０００円 
　　　　 ※平成１８年度税額２８,０００円 

税　負　担　据　え　置　き 

Aが評価額×６０％を上回る場合は６０％ 

Aが評価額×２０％を下回る場合は２０％ 

１００％ 

７０％ 

６０％ 

２０％ 

０％ 

（７３.５％） 

（６５％） 

（５０％） 

（１４％） 
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A＝ 前年度課税標準額＋評価額×５％ 
（ 税 負 担 引 き 上 げ ） 

商業地等（非住宅の宅地、雑種地など） 

固 定 資 産 税 額 課 税 標 準 額 税　率（1.4％） ＝ × 


